地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：　小規模多機能ホーム　ハッピーハウス
施設種類：　小規模多機能型居宅介護
日　　時：令和　７年　２月１８日(火)午前１０時３０分～１１時３０分
会　　場：出雲市東部健康交流館　うるおいの郷
	利用者、家族
	人
	高齢者あんしん支援センター職員
	１人

	地域住民の代表
	４人
	出雲市職員
	１人

	その他（　　施設役員、管理者　　　）
	２人


出席者
（人数）
（議題）
1． 登録実績と利用状況
2． 職員体制
3． 行事・ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ報告
4． その他
（報告事項）
1． 登録実績と利用状況について
年齢、性別、介護度、家族状況、生活圏、月毎にｻｰﾋﾞｽ
利用状況を報告。状態の変化に伴う援助内容の報告。
【別紙、ｻｰﾋﾞｽ提供状況報告書を配布】
2． 職員体制
　　　　　職員の体制報告。
　　　　　１２月第４週に利用者１名の発症からコロナ感染症罹患
　　　　　職員３名、第５週に利用者１名職員１名の罹患、１月の
　　　　　第２週職員１名の感染がありました。職員の療養期間は
　　　　　５日間、利用者療養期間の目安は10日間としました。
3． 行事・ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ報告
お便り発行。12月から２月初旬までの行事の模様を伝え
ました。上津幼稚園の園児さんとの定期交流や初詣の様子、
上津小学校３，４年児童の皆さんとの交流会は幼稚園の時
来た事があるよと成長した姿も見せてくれました。
４. 　その他
　　　　【行政から】
　　　　　＊年末年始を挟んで他事業所に於いても体調不良や入院等で
　　　　　　登録者の減少は聞かれることが多く、寒波や感染症対応も
　　　　　　大変だと思う。クラスター発生の事業所もある中で拡大を
　　　　　　防げて良かった。登録者３名の減少あるが次の利用の予定
について伺いたい。
　⇒上津地区の方で２名の相談を受けている。退院後とか
　　退所後の利用を希望されていて調整中。
　　　　【包括から】
　　　　　＊要介護５から要支援１まで幅広い介護度の方の利用があり
　　　　　　対応についてやはり重度の方は大変なのではないかと思う。
苦慮されていることはあるか。
　⇒ﾊｯﾋﾟｰﾊｳｽには特殊浴槽があり座位を取れれば浴槽に
　　浸かる事が出来るので重度の方も対応できると思う。
　　車椅子の方も自宅からの連れ出しにｽﾛｰﾌﾟや昇降機等
　　便利な福祉用具の利用や福祉車両もあり苦慮する程は
　　ないと思われる。逆に要介護１、２の軽度になると
　　活動的で身体機能も保たれる分転倒のﾘｽｸも高くなり
　　家族の介護負担が大きくなる場合があるのでｻｰﾋﾞｽの
　　追加や拡大を望まれて調整に苦慮する事もある。
